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（参考１）現行の施工プロセスを通じた検査の体制 

（現行） ： 品質確認を含めた現場確認を、「施工プロセスを通じた検査 」で実施 

（職員or 委託） 

※ 

※ 大規模工事の一部で試行 

1 

発注者
 

施工者 

検査補助者 
（品質検査員） 

A 

B 

C 
①確認補助業務委託契約（年間） 

⑤ ④に基づき
出来高支払い 

②工事請負契約 

④出来形・品質等の確認結果を報告 

⑥業務完了検査・支払い 

【内容】 
 

①契約内容は、施工プロセスの確認を委託（年間契約） 
  
② 工事の請負契約時に、施工プロセスの確認対象工事であることを規定 
  
③ 工事施工中は、品質検査員による施工プロセスの確認を実施 
 
④ 品質検査員は、発注者へ検査結果の定期報告を行う 
 
⑤ 発注者は、④の報告に基づき検査を実施し、施工者に出来高部分払いを行う 
 
⑥ 検査業務の完了時に業務の検査を行う 

③施工プロセスの確認の実施 

：契約関係 



支払いの実施の判断 

給付の検査 
契約図書に基づき適否の判断 

位置 

出来形寸法 出来形の精度 

出来形管理等 

工事施工状況 

契約書等の履行状況 

工程管理 

安全管理 施工体制等 

工事実施状況 

出来形 

品質 

品質管理等 

品 質 

2 

技術検査 
技術的な評価、施工について 
改善事項・現地指示事項の把握 

仕上げ面 

とおり 

すり付け 

全般的な外観 

出来ばえ 

主な検査項目と内容 

成績評定 

合否判定 

破壊検査 

工事施工状況 

契約書等の履行状況 

施工体制等 

出来形管理等 

品質管理等 

指示・承諾・協議事項等の処理内容、支給材料・
貸与品及び工事発生品の処理状況その他契約
書等の履行状況（他に掲げるものを除く。） 

工法研究、施工方法及び手戻りに対
する処理状況、現場管理状況 

適正な施工体制の確保状況 

（参考２－１）「技術検査」と「給付の検査」の検査項目について（現行） 

品質 

出来形管理項目の管理状況を確認 

品質管理項目の管理状況を確認 

品質管理基準表等に基づき設計書どお
りに行われているか確認 



支払いの実施の判断 

給付の検査 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 
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仕上げ面 

とおり 

すり付け 

全般的な外観 

出来ばえ 

品質の程度 

品 質 

契約図書に基づき適否の判断 
技術的な評価、施工につ
いて、改善事項・現地指
示事項の把握 

品質 

品 質 

出来形の精度 

出来形 

位置 

出来形寸法 

出来形 

合否判定 

破壊検査 

（参考２－２）「技術検査」と「給付の検査」の検査項目について(今後)（案） 

今後の検査項目と内容（案） 

成績評定 

出来形管理等 

品質管理等 

品質 

工事施工方法 

施工体制台帳 

工法研究、施工方法の状況 

施工体制台帳の整備状況 

品質の程度 
品質について、その良さの程度を 
確認する 

新規 

工事施工方法 

施工体制等 

施工体制等 

工事施工状況 

契約書等の履行状況 

工程管理 

安全管理 

工事施工状況 

施工体制台帳 

工事実施状況 

技術検査 

出来形管理等 

品質管理等 

新規 

新規 

： 新規 

： 移行 

（凡例） 



（参考３－１）品質確保のための体制と業務内容 （土工事）（再掲） 

検査業務 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

給付の完了確認 

既済部分検査（国債工事） 
完成検査 （ １ 回 ） 

 

 
  
   
   
 
 
 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        
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施工者の書類・
写真で検査 

・２００ｍ毎に 
１箇所計測 

・他は施工者の書
類・写真で検査 

監督職員による
段階確認及び施
工者の書類・写真
で検査 

契約書等の履行状況 
施工体制等 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工程管理 
安全管理 

工事施工状況 

工事実施状況 
工事施工状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

現行 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

検査職員が確認する項目 

※１ 契約書等の履行状況：協議・指示事項の確認 

基準高 
法長 

幅 

※1 



（参考３－２）品質確保のための体制と業務内容 （土工事） 

検査業務 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 

 
  
   
   
 
 

 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 

  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        
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施工者の書類・
写真で検査 

契約書等の履行状況 

施工体制等 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工程管理 
安全管理 

工事施工状況 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

施工プロセスを通じた検査の場合（H18～大規模工事で試行） 

施工プロセス検査業務 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外 注 に よ る 補 助 

現場臨場による確認 
２～３回／週程度 

 

  
   
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  雨水対策 
  段切り 
  施工者の試験状況 
  ・・・ 
 

 
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  
  現場密度  
  プルフロー 
      リング        

 

 

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

２～３回／週 

４０ｍ毎に 
１箇所計測 

路体：1回/1000ｍ3 
路床：1回/500ｍ3 

路床：全線 

報告を
確認 

品質検査員が確認する項目 

（頻度） 

工事施工状況 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

報告を
確認 

報告を
確認 

報告 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考３－３）品質確保のための体制と業務内容 （土工事）（再掲） 

検査業務 
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工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

現場臨場による確認 
１～２回／週程度 

 

  
   
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
 
 
 
   
 
 
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
   
  プルフロー 
      リング        

 

 

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

重要事項のみ
とする 
（１～２回／週） 

４０ｍ毎に 
１箇所計測 

路体：1回/1000ｍ3 
路床：1回/500ｍ3 

路床：全線 

品質証明員が確認する項目 

案２の場合 

施工者との契約による品質証明 

品質証明 
（第三者） 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

工程管理 
安全管理 

※１ 

※１ 技術検査に移行 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 

 

  
   
   
 
 

 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 

  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        

 

 

契約書等の履行状況 
施工体制台帳 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工事施工状況 

証明を
確認 

証明を
確認 

証明を
確認 

施工者の書類・
写真で検査 

品質
証明 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考３－４）品質確保のための体制と業務内容 （土工事）（再掲） 
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現場臨場による確認 
管理データによる随時の確認 

 
  

   
  敷均し状況 
  締め固め状況 
   
 
   
  使用材料 等 
 
   
 
 
  基準高 
  幅 
  法長 

  

  
  
  現場密度  
  
  プルフロー 
      リング        

 

 

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

路床：全線 

品質証明員が確認する項目 

施工者との契約による品質証明 

品質証明 
（第三者） 

案２において情報化技術を活用した場合 

TS・GNSSを用い

た盛土の締め固
め管理のデータ
確認  （早期） 

TSを用いた出来

形管理データ確
認（H25一般化） 

工事毎に１回 
確認 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

検査業務 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 
 

  
   
   
 
 

 
  敷均し状況 
  締め固め状況 
  使用材料 等 
  
 

  基準高 
  幅 
  法長 

  

  現場密度  
  プルフロー 
      リング        

 

 

契約書等の履行状況 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工事施工状況 

証明を
確認 

証明を
確認 

証明を
確認 

施工者の書類・
写真で検査 

TS・GNSSを用い

た盛土の締め固
め管理のデータ
確認  （早期） 

品質
証明 

施工体制台帳 



（参考３－５）品質確保のための体制と業務内容 （構造物（橋梁下部）工事） 
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現行 

高さ 

基準高 

天端幅 

敷幅 

根入長 
既製杭 

基準高 

胸壁高さ 

厚さ 

検査業務 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

給付の完了確認 
既済部分検査（国債工事） 

完成検査 （ １ 回 ） 
 

施工者の書類・
写真で検査 

監督職員による
段階確認及び施
工者の書類・写真
で検査 

契約書等の履行状況 
施工体制等 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工程管理 
安全管理 

工事施工状況 

工事実施状況 
工事施工状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

検査職員が確認する項目 

※１ 契約書等の履行状況：協議・指示事項の確認 

※1 

 
  
 
 ・杭工事 
  支持力、接合等 
 ・躯体工事    
  塩化物、スランプ 
  強度、空気量、単位水量 
 
   

   ・杭：基準高、根入長、

偏心量 
  ・躯体：厚さ、高さ、幅、 
   基準高、長さ、中心線 
   胸壁間隔 

 
  
  ・杭頭処理状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候 他）等 
 
 ・躯体につい

ては任意箇
所を計測 

・他は施工者 
 の書類・写 
 真を検査 



（参考３－６）品質確保のための体制と業務内容 （構造物（橋梁下部）工事） 
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施工プロセスを通じた検査の場合（H18～大規模工事で試行） 

検査業務 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

 

 
  
  施工者の書類・

写真で検査 

契約書等の履行状況 

施工体制等 

工事実施状況 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

工程管理 
安全管理 

工事施工状況 

工事実施状況 

施工体制等 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

検査職員が確認する項目 

施工プロセス検査業務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外 注 に よ る 補 助 

現場臨場による確認 
２～３回／週程度 

 

  
   
   

工事実施状況 
工事施工状況 

出来形 

品 質 

報告を
確認 

品質検査員が確認する項目 

（頻度） 

工事施工状況 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

報告を
確認 

報告を
確認 

報告 

 
  
  ・杭頭処理状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候 他）等 
 
 

  
  ・床付け状況 
 ・杭頭処理状況 
  杭施工状況、試験杭 
 ・鉄筋組立状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候他） 
  養生状況等 
   

打設毎1回 

構造物毎1回 

全数 

２～３回/週 

・杭工事：基準高、根入長 
      偏心量、傾斜 
・躯体工事： 
  鉄筋：間隔、かぶり 
 
  躯体：基準高、厚さ、幅、 
      高さ、胸壁間隔、 
      中心線 
      長さ 

全数 

全数 
・躯体工事： 
  塩化物、スランプ、供試体 
  空気量 
  単位水量 2回/1日 

1ﾛｯﾄ1箇所以
上 

1回/1構造物 

1回/1日 

・杭工事：支持力、接合等 

２～３回/週 

 
  
 
 ・杭工事 
  支持力、接合等 
 ・躯体工事    
  塩化物、スランプ 
  強度、空気量、単位水量 
 
   

   ・杭：基準高、根入長、

偏心量 
  ・躯体：厚さ、高さ、幅、 
   基準高、長さ、中心線 
   胸壁間隔 



（参考３－７）品質確保のための体制と業務内容 （構造物（橋梁下部）工事） 
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案２の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検査業務 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

検査職員が確認する項目 

現場臨場による確認 
１～２回／週程度 

工事実施状況 
工事施工状況 

重要事項のみ
とする 
（１～２回／週） 

品質証明員が確認する項目 

施工者との契約による品質証明 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

工程管理 
安全管理 

※１ 

※１ 技術検査に移行 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

契約書等の履行状況 
施工体制台帳 

工事実施状況 

工事施工状況 

施工者の書類・
写真で検査 

品質
証明 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

証明を
確認 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

証明を
確認 

 
  
  ・杭頭処理状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候 他） 
 
 

証明を
確認 

・杭工事：基準高、根入長 
      偏心量、傾斜 
・躯体工事： 
  鉄筋：間隔、かぶり 
 
  躯体：基準高、厚さ、幅、 
      高さ、胸壁間隔、 
      中心線 
      長さ 

全数 

全数 
・躯体工事： 
  塩化物、スランプ、供試体 
  空気量 
  単位水量 2回/1日 

1ﾛｯﾄ 
 1箇所以上 

1回/1構造物 

出来形 

品 質 

1回/1日 

  
  ・杭頭処理状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候他） 
   
   

・杭工事：支持力、接合等 

 
  
 
 ・杭工事 
  支持力、接合等 
 ・躯体工事    
  塩化物、スランプ 
  強度、空気量、単位水量 
 
   

   ・杭：基準高、根入長、

偏心量 
  ・躯体：厚さ、高さ、幅、 
   基準高、長さ、中心線 
   胸壁間隔 

品質証明 
（第三者） 



（参考３－８）品質確保のための体制と業務内容 （構造物（橋梁下部）工事） 
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案２において情報化技術を活用した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検査業務 

工程管理 

安全管理 

工事実施状況 

施工体制等 

検査職員が確認する項目 

工事実施状況 
工事施工状況 

品質証明員が確認する項目 

施工者との契約による品質証明 

品質証明 
（第三者） 

（頻度） 

 
施工状況・出来形・品質の確認 

工事施工方法 

技術検査 
中間技術検査（１～２回） 

完成検査 （ １ 回 ） 

 

給付の完了確認 

既済部分検査（１回/２ヶ月程度） 
  完成検査（１回） 

契約書等の履行状況 
施工体制台帳 

工事実施状況 

工事施工状況 

施工者の書類・
写真で検査 

品質
証明 

合否判定 
破壊検査 

出来形 

品 質 

出来形 

品 質 

出来ばえ 
成績評定 

証明を
確認 

出来形管理等 

出来形の精度 

品質管理等 

品  質 

証明を
確認 

 
  
  ・杭頭処理状況 
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候 他） 
 
 

証明を
確認 

・杭工事：基準高、根入長 
      偏心量、傾斜 
・躯体工事： 
  鉄筋：間隔、かぶり 
 
  躯体：基準高、厚さ、幅、 
      高さ、胸壁間隔、 
      中心線 
      長さ 

全数 

 全数 
・躯体工事： 
  塩化物、ｽﾗﾝﾌﾟ、供試体 
  空気量 
  単位水量 

1回/1構造物 

出来形 

品 質 

  
  ・杭頭処理状況 
  
  ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況  
 （打設順序、天候他） 
   
   

現場臨場による確認 
管理データによる随時の確認 

（例） 
ICタグの活用 

非破壊検査
を用いた出
来形管理

データ確認 

1回／10本 

・杭工事：支持力、接合等 

（例） 
ICタグの活用 

 
  
 
 ・杭工事 
  支持力、接合等 
 ・躯体工事    
  塩化物、スランプ 
  強度、空気量、単位水量 
 
   

   ・杭：基準高、根入長、

偏心量 
  ・躯体：厚さ、高さ、幅、 
   基準高、長さ、中心線 
   胸壁間隔 



（参考４）海外における第三者の活用について（比較一覧）                   

第三者の役割・権限・責任 
○：あり、×：なし、－：不明 

  
日本 

（施工プロセスを通じ
た検査） 

日本（案１） 日本（案2） 
大韓民国 

フィリピン 
（FIDIC契約） 

スイス 
工事費 

200億ウォン以上 
工事費 

200億ウォン未満 

発注者が第三者と契約 ○ ○ ×（施工者） ○ ○ ○ ○ 

第三者の資格 資格 
資格 

＋経験年数 
資格 

＋経験年数 
上位資格（又は下位資格＋経験） 

＋基本教育・専門教育の受講 
資格＋経験年数 

（工事毎に異なる） 
なし 

第
三
者
の
権
限 

契約事項 
現場変更時における
設計変更 

× × × ○ × × ※２ ○ 

日々の確認 
（最終確認を含む） 

施工状況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

出来形の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

品質の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

材料確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

施工体制の把握  × ○ × × × ○ × 

支払いのための確認 
破壊検査 × ○ × ○ ○ ○ ○ 

合否判定 × ○ × ○ ○ ○ ○ 

引渡し前の検査 × × × ○ × △ ※３ ○ 

支払い × × × × × × × 

第
三
者
の
責
任 

業務上の責任 
文書注意 ○ ○ × ○ ○ － － 

指名停止（業務停止） ○ ○ ○ ○ ○ － － 

瑕疵に対する責任 
損害賠償 
（故意又は重大な過失が
ある場合） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

中立性確保の方法 入札は総合評価方式 ※１ ※１ 入札は総合評価方式 入札は総合評価方式 
契約時、公平な立場を
守る旨の誓約書を提出 

備考 

  ※１  
 ・選定時における対応 
 ・費用支払いによる対
応 
 ・評価方法による対応 

※１  
 ・選定時における対応 
 ・費用支払いによる対
応 
 ・評価方法による対応 

・第3者技術者が施
工計画の検討～完
成検査まで実施 

・完成検査は発注者
が実施 
 

※２ ただし、第三者
がある程度の結論を
出す 
 
※３ 発注者による
完成検査もある。 

・発注者に技術者が
ほとんどいない 
・第三者技術者が設
計～入札～完成検
査まで実施 



（参考５）品質証明制度の活用による品質管理について 

品質証明制度とは 
 

 （１） 目 的  ： 
     ①品質管理に新たに受注者による品質保証の考え方を導入すること。 
     ②受注者による自己責任の原則の徹底（責任の自覚を促す） 
 

 （２） 経 緯 ： 
     平成７年 関東地整で「社内検査要領（案）」を制定し、品質証明制度を先行試行。  
 

      平成８年５月１３日 運用開始 （事務連絡：技術審議官付補佐） 
 

      平成８年６月  ４日 「品質証明員の資格要件の改正について」  
                                                                                （事務連絡：技術審議官付補佐） 
 

 （３） 運 用  ： 
     ①土木工事共通仕様書（第３編1-1-8）に品質証明員制度について明示。 
      （資格：１０年以上の現場経験を有し、技術士もしくは１級土木施工管理

技士を有すること） 
     ②地整によって対象工事が異なる。（契約額、工種等による） 
                    ※ 関東地整 ： 維持工事を除く、１億円以上の工事が対象  

                         （H22年の対象工事の割合は約４１％） 

  



（参考６－１）第三者の活用（工事監理業務（民間建築工事）（例））について 

工事監理業務 
受注者 

（建築士） 

工事 
受注者 

建築主 

②工事請負契約 

①業務委託契約 

③工事が設計図
書の内容に適
合しているかの
確認 

①工事実施状況の確認 
②出来形確認 
③品質確認 
④破壊検査をしなければい 
  けない項目の確認・報告 
⑤設計内容・施工図の把 
  握・検討 
⑥工事費支払いの審査 等 

設計・工事内容
の確認・報告 

役割 役割 

①設計者の選定・契約 
②工事監理者の選定・契約 
③建築確認申請 
④工事施工者の選定・契約 
⑤中間検査・完了検査の申請 
⑥工事費の支払い 
   

④報告 

⑤承認 

⑥支払い 

①確認の要請 
②確認への立会い 

役割 

工事監理者が設計図書のとおりに工事が行われているかを確認し発注者が支払う 
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（参考６－２）第三者の活用（工事監理業務（営繕工事）（例））について 

工事監理業務 
受注者 

（建築士） 

工事 
受注者 

発注者 
（建築主） 

役割 役割 

⑤工事費の支払いに関
する検査 

①工事実施状況の確認 
②出来形確認 
③品質確認 
④破壊検査をしなければい 
  けない項目の確認・報告 
⑤設計内容・施工図の把 
  握・検討     等 

会計法上の監督業務 

＊営繕工事では、調査職員として、
設計意図を伝達する役割もある。 
 

①確認の要請 
②確認への立会い 

役割 

②工事請負契約 

①業務委託契約 

③工事が設計図
書の内容に適
合しているかの
確認 

④報告 

⑤承認 

⑥支払い 

工事監理者が設計図書のとおりに工事が行われているかを確認し発注者が支払う 

検査業務 

15 

設計・工事内容の 
確認・報告 
 

①契約履行の確保 
  ・契約図書の内容把握 
  ・指示、承諾、協議、受理 等  
  ・関連工事との調整 
  ・契約担当官等への報告  
   その他 
②施工状況の検査等 
  ・工事監理者の報告に基  
   づく確認、指示 
③円滑な施工の確保 
  ・地元対応 
  ・関係機関との協議、調整 
④その他 
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（参考７－１）現在の監督業務における段階確認一覧（別表１） 

別表１ 
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（参考７－２）現在の監督業務における段階確認一覧（別表１） 
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別表２ 

（参考７－３）現在の監督業務における施工状況把握一覧（別表２） 
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別表３ 

（参考７－４）現在の検査基準における出来形寸法検査基準（別表３） 
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別表４ 

（参考７－５）現在の検査基準における品質検査基準（別表４） 
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（参考８－１）施工プロセスチェックシート（土工事） 

実施状況 
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（参考８－２）施工プロセスチェックシート（土工事） 

出来形 

単位：mm

節 条 枝番

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □ 　／　 □
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）

寸法確認

主任検査職員名

品質検査員名

【土木工事共通編：土工】　施工途中での出来形部分が規格値を満たしているか確認する。

工種 測定項目

　工事名： 　対象箇所：

規格値

幅　ｗ1，ｗ2

厚　　　さ　ｔ

施工延長40ｍにつき１箇所、延長
40ｍ以下のものは１施工箇所につ
き２箇所。基準高は、道路中心線
及び端部で測定。

施工延長40ｍにつき１箇所、延長
40ｍ以下のものは１施工箇所につ
き２箇所。法の中央で測定。
※土羽打ちのある場合に適用。

法
長
L

法長-2％

-100

L≧5m

※-30

施工プロセス検査（出来形）　チェックシート　　　　　　　　（期間：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日）

測定基準・測定箇所 備考

4
道
路
土
工

法面整形工
（盛土部）

5

-100

3
.
4

路体盛土工
路床盛土工

施工延長40ｍにつき１箇所、延長
40ｍ以下のものは１施工箇所につ
き２箇所。基準高は、道路中心線
及び端部で測定。

基　準　高　▽

2 掘削工

　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　印

上段：日付・チェック欄、下段：測定表値（検査値）

法長-4％

法
長
L

L＜5m

±50

-100

幅　ｗ

L＜5m

基　準　高　▽

L≧5m

±50

-200

L
L

L L
L

ｔ

ｔ
ｔ

ｗ

2ｗ

ｗ1



／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
20 道
路土工

20 道
路土工

施
工

必
須

必
須

施
工

材
料

そ
の
他

土の透水試験

現場密度の測定
※右記試験方法
（3種類）のいずれ
かを実施する。

【締固め度による管理】
路体・路床とも1管理単位の
現場乾燥密度の平均値が
最大乾燥度密度の90%以
上。又は、設計図書による。

【空気間隙率による管理】
路体
・砂質土 Va≦15%
・粘性土 Va≦10%
路床
施工含水比の平均が最適
含水比付近にあること。又
は、設計図書による。

「ＴＳ・ＧＰＳを用い
た盛土の締固め情
報化施工管理要
領（案）」による

プルーフローリン
グ

舗装調査・試験法
便覧[4]-210

路床仕上げ後全幅、全区間
について実施する。 但し、
現道打換工事、仮設用道路
維持工事は除く。

・確認試験である。
・但し、荷重車については、
施工時に用いた転圧機械と
同等以上の締固効果を持
つローラやトラック等を用い
るものとする。

最大粒径≦53㎜：
JIS A 1214
JIS A 1210 A・B法
最大粒径＞53㎜：

舗装調査・試験
法便覧[4]-191

路体の場合、1,000m3につ
き１回の割合で行う。但し、
5,000m3未満の工事は、1工
事当たり3回以上。
路床の場合、500m3につき1
回の割合で行う。但し、
1,500m3未満の工事は1工
事当たり3回以上。

・最大粒径≦100㎜の場合
に適用する。
・左記の規格値を満たして
いても、規格値を著しく下
回っている点が存在した場
合は、監督職員と協議の上
で、（再）転圧を行うものとす
る。

または、
「RI計器を用いた
盛土の締固め管
理要領（案）」によ
る

路体・路床とも、1日の1層あ
たりの施工面積を基準とす
る。管理単位の面積は

1,500m
2
を標準とし、1日の

施工面積が2,000m
2
以上の

場合、その施工面積を2管
理単位以上に分割するもの
とする。1管理単位あたりの
測定点数の目安を下表に
示す。

１．盛土を管理する単位（以
下「管理単位」）に分割して
管理単位毎に管理を行う。
２．管理単位は築堤、路体
路床とも１日の１層当たりの
施工面積は1,500ｍ2を標準
とする。また、１日の施工面
積が2,000ｍ2以上の場合、
その施工面積を2管理単位
以上に分割するものとす
る。
３．１日の施工が複数層に
及ぶ場合でも１管理単位を
複数層にまたがらせること
はしないものとする。
４．土取り場の状況や土質
状況が変わる場合には、新
規の管理単位として取り扱
うものとする。

施工範囲を小分割した管理
ブロックの全てが規定回数
だけ締め固められたことを
確認する。ただし、路肩から
１ｍ以内と締固め機械が近
寄れない構造物周辺は除
く。

・路体：最大乾燥密度の85%
以上。
・路床：最大乾燥密度の90%
以上。
その他、設計図書による。

・最大粒径＜100㎜の場合
に適用する。
・左記の規格値を満たして
いても、規格値を著しく下
回っている点が存在した場
合は、監督職員と協議の上
で、（再）転圧を行うものとす
る。

設計図書による。当初及び土質の変化した
時。

JIS A 1218

試験項目・試験方法

施工プロセス検査（品質） チェックシート  （期間： 年 月 日～ 年 月 日）

試験成績
表等によ
る確認

備考工種 種別 試験基準・摘要
試験
区分

規格値

工事名： 対象箇所： 印

印

上段：日付・チェック欄、下段：実測値

主任検査職員名

品質検査員名
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（参考８－３）施工プロセスチェックシート（土工事） 

品質 

面積

（m2）
500未満

500以上
1000未満

1000以上
2000未満

測定
点数 5 10 15




